
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年１０月４日               NO,４５５ 

 

 大河ドラマ「真田丸」が来年１月から放映がされるのに合わせ、沼田市

ではグリーンベル２１の１階でドラマ展を開催する予定です。 

               １階の約半分を利用し、「学ぶ」をキーワード

に真田信之と小松姫の紹介、ドラマで使用され

た衣装などを展示する予定です。 

              みなかみ町と川場村でサテライト展示がお

こなわれ、利根沼田の市町村で推進協議会を設

置し取り組みがすすめられます。 

 ９月定例市議会に「マイナンバー制度」導入に関わり、「沼田市個人情報

保護条例の一部を改正する条例」が提案され、日本共産党市議団以外の議

員の賛成で可決されました。 

 「マイナンバー制度」は、別々に管理されている医療、年金、税金、預

金などの個人の情報を、国が国民に１２桁の番号を付け、国民一人一人の

情報をすべて管理しようとするものです。 

 年金情報の流出問題が起こったことから国は、 

年金のマイナンバーへの連結は１年半おくらせる 

ことにしましたが、これからの情報流出の心配が 

なくなったわけではなく、今月からはじまる「マ 

イナンバー制度」は中止するべきです。 

    岩屋堂 

 佐山町から月夜野へと 

向かう県道のわきに、十 

一面観音を祀る岩屋堂が 

あります。 

 四釜川の対岸にあった 

お堂を現在の場所に移し 

たもので、地元では「ゆ 

えどうの観音様」とよび、沼田横堂三十三番観音札所の十七番

で、昔は講もあり、春と秋のお祭りも盛大におこなわれていた

そうです。 

                    岡谷町 

             岡谷町は、真田伊賀守が寛文

２年（１６６２）に完成させた

岡谷用水により、翌年に町割り

をおこない、東西７００㍍に６

８戸の家が集められました。 

               そのころに町割りがおこな

われたのが、生品、湯原、沼須、

森下、真庭、月夜野、須川で、

岡谷を含め「真田八宿」とよば

れていました。 

 お櫃の赤飯を奪い合う白沢町の奇祭「ヤアヤアドリ祭

り」が９月２７日、尾合神社でおこなわれました。 

                秋の「ヤアヤアドリ 

祭り」では、素まんじ

ゅうも投げられます。 

 祭りがはじまった時

期は不明ですが、明治

時代にはすでにおこな

われていたようです。 

 日ごろのそば打ちの腕前を試す「素人そば打ち段位認

定」群馬大会が、９月２６日・２７日の２日間開かれた

老神温泉そば祭りでお 

こなわれました。 

 初日の２段の部には 

利根実業高校の生徒や 

関東各地から３３人が 

参加し、２日目の初段 

の部には４７人が参加 

しました。 
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